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はじめに

　本書を手に取ってくださり、ありがとうございます。
　きっと、「生徒が英語を話せるようになる授業をしたい！」と願っていらっ
しゃる先生方だと思います。本書は、そうした方のお役に立てていただ
きたいと思い、スピーキング指導の工夫についてまとめたものです。
　本書では、すぐに活用できるスピーキング指導の考え方や基本的な工
夫から、ディスカッションやディベートといった、少し発展的な活動ま
でを幅広くご紹介し、実際に授業で活用したワークシートも掲載してい
ます。具体的な記述に努めたので、中学校や高等学校の先生方だけでな
く、小学校の先生方にも現場で役立てていただける内容だと思います。
　先生方は、悩みや迷いを抱えたまま授業をされているのではないでしょ
うか。たとえば、スピーキング指導だけでも悩みはつきません。

・生徒の英語力が十分ではないので、なかなか表現活動までいかない
・席を立って話す活動はクラス運営上課題がある（騒がしくなる）
・ 教科書を進めるのに手がいっぱいで、それ以上のプレゼンテーション
（以下、プレゼン）やディスカッションなどを行ったり準備をしたり
する時間がとれない
・生徒が即興で考えて話すのは難しい（事前の準備が必要）
・発表はできても、その後の質疑応答までできていない
・スピーキング活動の指導例がよく分からない

　これらについて考えられる取り組み方を本書では収録しています。
　ただし、現場の先生方は非常に忙しいので、短時間で読んで活用して
いただけるよう、次のような点に配慮して作成しました。

① 見開き2ページを基本とし、ポイントを簡潔に記述！
② 実践に役立つワークシートや具体例を多数掲載！
③ スピーキング指導の考え方から実際の活動まで幅広く網羅！
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　続いて、本書をお読みいただくにあたって全体像をお伝えいたします。
全体のイメージを先につかんでいただいて、前からでも、気になった箇
所からでもお読みいただけます。

　第1章は「導入編」です。
　スピーキング指導をするうえでの、新学習指導要領の「目標」や「活
動」のポイントを確認します。

　第2章は、「スピーキング授業の極意編」です。
　スピーキング指導がうまくいく15個のコツを紹介します。たとえば、
「スピーキングは立って行う」だけで生徒は集中して声も大きくなりま
す（p.36参照）。他にも、授業を変えるポイントが満載ですので、ぜひ
お読みいただきたい章です。

　第3章は「活動編」です。
　ここでは、授業にスピーキングを取り入れる際に重要な3つの視点（p.68
～ 73）、検定にも役立つ3タイプの鉄板スピーキング活動（p.86～
91）、さらには［やり取り］や［発表］の力を高める効果的な活動など、
今すぐ知りたいスピーキング活動についてご紹介します（全部で23の
活動）。

　第4章は、スピーキングに関する「試験」や「評価」についてです。
　授業内容以外で、授業を変えるポイントを把握していただけます。

　それでは、さっそくスピーキング指導をパワーアップする旅にでかけ
ましょう！

2018年7月
上山 晋平
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スピーキングの「目標」
—— 新学習指導要領より01

■ 「話すこと」が［やり取り］と［発表］に細分化

　中学校の外国語新学習指導要領（2017年3月公示）での大きな変化
の1つは、4技能が「5領域」となったことです（この5領域区分は
CEFR：ヨーロッパ言語共通参照枠の分類等を参考にしています）
　「話すこと」が［やり取り］interactionと［発表］productionの2

つに細分化されたのです。「話すこと」の技能が今まで以上に重要視さ
れるようになったからだといえます。
　これらは、次のような活動に相当する能力の伸長を目指しています。
　［やり取り］……即興的な会話やディスカッション、ディベートなど
　［発表］……スピーチやプレゼンテーションなど
　それぞれの目標はどう示されているか、見てみましょう。

■ ［やり取り］と［発表］、それぞれの目標は？

　「話すこと［やり取り］」の目標は、次の3つです。

ア 関心のある事柄について、簡単な語句や文を用いて即興で伝え合うこと
ができるようにする

イ
日常的な話題について、事実や自分の考え、気持ちなどを整理し、簡単
な語句や文を用いて伝えたり、相手からの質問に答えたりすることがで
きるようにする

ウ
社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたことについて、考えたこと
や感じたこと、その理由などを、簡単な語句や文を用いて述べ合うこと
ができるようにする

（下線は引用者）

授業の前に
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　目標ア～ウでポイントとなる部分を見てみましょう。
・ア……「即興で伝え合う」（原稿を覚えたり練習したりせずに）
・イ……「伝える」「応答できる」「整理」（項目の精選、適切な順序）
・ウ……「社会的な話題」（他の領域の言語活動と関連）
　これらが「言語活動の高度化」における代表的な切り口になります。

続いて、「話すこと［発表］」の目標を見てみましょう。次の3つです。

　以下、それぞれのポイントです。
・ア……「即興で話す」（双方向でなく、聞き手に対して一方向で）
・イ……「整理」（内容や展開等）と「まとまりのある内容」（内容に一
貫性のあるスピーチ等）
・ウ……「社会的な話題」（他の領域の言語活動と関連）

■ ［やり取り］と［発表］、2つの目標の共通点は？

　［やり取り］と［発表］の目標を比較すると、共通点が2つあります。
①「即興で」という言葉
　話す内容をあまり準備せずに「えいやっ」と話してみる活動も必要
②「社会的な話題に関して」という言葉
　日常的な話題に加え「社会的な話題」について話す活動も必要

　各目標をどの程度実践しているか、振り返れたらと思います。

ア 関心のある事柄について、簡単な語句や文を用いて即興で話すことがで
きるようにする

イ 日常的な話題について、事実や自分の考え、気持ちなどを整理し、簡単
な語句や文を用いてまとまりのある内容を話すことができるようにする

ウ
社会的な話題に関して聞いたり読んだりしたことについて、考えたこと
や感じたこと、その理由などを、簡単な語句や文を用いて話すことがで
きるようにする

（下線は引用者）
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■ 4つの学習形態の特徴とは？

　英語授業で使われる学習形態は主に4つあります。「個別」「一斉」「ペ
アワーク」「グループワーク」です。
　ペアワークやグループワークの効果や方法は、授業開きの際に伝えて
練習をしておくとよいでしょう（ペアワークは3秒で、グループワーク
は5秒で席を付けることができるなど）。
　さらに、これらの学習形態はそれぞれ特徴（メリット・デメリット）
が異なるので、それらを把握しておくと、授業中、瞬時に最適の方法を
選ぶことができます。特徴を右ページにまとめましたので、参考にして
ください。

■ 短時間で「ペア替え」する方法

　授業では、目的・内容に合わせていろいろな学習形態を活用します。
　たとえば、「同じ」話す活動でもペアを替えることで「新鮮み」をもっ
て練習に臨むことができます（繰り返しは生徒の習熟度のアップに有効）。
　短時間でペアを替えるには、次のような方法があります。

① �横の2列を1セットと見なし、その中で1つずつ（時計回り、反時計
回り）席をずれる（教材を持って次の席に移動する）

② ある列とある列をそっくりそのまま入れ替える（移動する）
③ ネームカードを使う（p.59参照）。引いたカードの人の席に移動する

「４つの学習形態」を
効果的に使おう06

生徒が英語を
話したくなる15のコツ
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〈4つの学習形態の特徴〉

① 個別 ② 一斉

○メリット ○メリット

・自分のペースで学習可能 ・同じことを短時間で伝達できる
・騒がしくなりにくい

×デメリット ×デメリット

・進度がバラバラになりがち ・受け身になりやすい
　（聞くだけ）
・発話量が少ない

③ ペア ④ グループ

○メリット ○メリット

・活動（発話）量が増える
・話しやすい
　（相手が近くにいるため）

・多様な意見・情報が出る
・楽しい雰囲気になる

×デメリット ×デメリット

・発話が適切かどうかは不明
・別の話をしやすい

・何もしない人が出やすい
・騒々しくなりやすい
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08
■ 英会話を続ける「ニアシの法則」とは

　授業では教科書の内容を学習するだけでなく、これまでの学びを生か
して英語を使って即興で話し続ける活動も取り入れたいものです。会話
を継続・発展させる活動は、10ページの言語活動アに相当するものです。
　会話を継続するには、「継続のさせ方のコツ」の指導が効果的です。
　継続のコツはたくさんありますが、とくに「2文で答える」「相づち」「質
問」の3つは効果的で、日本語で会話をするときにも役立ちます。
　これらの語頭をまとめて「ニアシの法則」と呼ぶと覚えやすくなりま
す。

■ 指導の手順

　帯学習として「1分間」会話を続ける練習をします。そのときに、1
つずつ「会話を続けるコツ」を指導します。（右ページ参照）
　例）1時間目：「2文で答える」　2時間目：「相づち」　3時間目：「質問」

■ 指導のポイント

①  少しずつ長い時間即興的な会話ができるようにするには、ペアを替
えるなどして、同じテーマを何回か繰り返すのが効果的です。

②  チャットの指導は、「前回学んだコツの復習」をしてから、「新しい
コツ」を学ぶと定着しやすくなります。

「会話を続けるコツ」
ニアシの法則を伝えよう

生徒が英語を
話したくなる15のコツ
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聞

つ
話

 I like the Hiroshima Carp.　「新情報」を付け足す。

2文で答える

相づち

質問

 □ Really?　 □ I see.　 □ That’s great.　 □ That’s too bad.　 □ Pardon?

会話を続ける３つのコツ　〜ニアシの法則〜




